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海山より上にある質量（オレンジ）が大きいため生じる加速度は小さくなり，プレートＢは速く戻ることが
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結果

以下の表は，各おもりの質量について，実験を行った

・プレートの戻る速さ

・発生する波の高さ

考察

・

・

今回の実験はレバーのおもりの質量を一定にして行った．今後は

バーの重りの質量も

結論

ゆっくりすべり地震は

ため

いため，

私たちは

キーワード

ゆっくりすべり地震，プレート，固着域，津波

おもりの質量(単位：g)に対するプレートが戻る速さ(m/s)
0g 48g 96g
0.29 0.328 0.256

0.04 0.042

結果

以下の表は，各おもりの質量について，実験を行った

・プレートの戻る速さ

・発生する波の高さ

なかった.

考察

・おもりの質量が小さいときプレートの戻る速さが速く

ことより，

地震はプレート深くでの固着域

・おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，

発生する津波の高さはあまり変わらない

象は,必ずしも起こるわけではない

今回の実験はレバーのおもりの質量を一定にして行った．今後は

バーの重りの質量も

結論

ゆっくりすべり地震は

ため生じる．また，

ため，ゆっくりすべり

私たちはどんな地震であろうとも

キーワード

ゆっくりすべり地震，プレート，固着域，津波

おもりの質量(単位：g)に対するプレートが戻る速さ(m/s)
96g 144g 192g
0.256 0.296 0.27

0.04 0.038 0.0396

※おもりの重さ＝固着

以下の表は，各おもりの質量について，実験を行った

・プレートの戻る速さ（上のグラフ）

・発生する波の高さ（下のグラフ）

. 但し,495g

おもりの質量が小さいときプレートの戻る速さが速く

ことより，固着域が深いところにあるとき

プレート深くでの固着域

おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，

発生する津波の高さはあまり変わらない

必ずしも起こるわけではない

今回の実験はレバーのおもりの質量を一定にして行った．今後は

バーの重りの質量も変え，プレート

ゆっくりすべり地震はプレート深くでの固着域

．また，プレートがゆっくりすべる地震のときとそうでないときで

ゆっくりすべり地震であっても

どんな地震であろうとも

ゆっくりすべり地震，プレート，固着域，津波

おもりの質量(単位：g)に対するプレートが戻る速さ(m/s)速さ(単位：m/s)
192g 240g 325g
0.27 0.275 0.252
0.0396 0.038 0.039

※おもりの重さ＝固着域

以下の表は，各おもりの質量について，実験を行った

（上のグラフ）

（下のグラフ）は

,495g のとき波の高さは明らかに低かった

おもりの質量が小さいときプレートの戻る速さが速く

が深いところにあるとき

プレート深くでの固着域の崩壊

おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，

発生する津波の高さはあまり変わらない

必ずしも起こるわけではない

今回の実験はレバーのおもりの質量を一定にして行った．今後は

変え，プレートが動く速度範囲を広くとって，津波の変化を調べ

プレート深くでの固着域

プレートがゆっくりすべる地震のときとそうでないときで

地震であっても

どんな地震であろうとも津波の危険があるということを念頭に置き，

ゆっくりすべり地震，プレート，固着域，津波

＜連絡先＞宮城県仙台第一高等学校

325g 410g 495g
0.252 0.193 0.164

0.039 0.039 0.033

域の深さ と

以下の表は，各おもりの質量について，実験を行った

（上のグラフ）はおもりの質量が大きくなる

は,おもりの重さが最小

のとき波の高さは明らかに低かった

おもりの質量が小さいときプレートの戻る速さが速く

が深いところにあるときプレートの戻る速さが遅くなると言える．よって

の崩壊により生

おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，

発生する津波の高さはあまり変わらない．ただし，

必ずしも起こるわけではない.

今回の実験はレバーのおもりの質量を一定にして行った．今後は

動く速度範囲を広くとって，津波の変化を調べ

プレート深くでの固着域の崩壊

プレートがゆっくりすべる地震のときとそうでないときで

地震であっても,大きな津波を引き起こす可能性がある

津波の危険があるということを念頭に置き，

ゆっくりすべり地震，プレート，固着域，津波

＜連絡先＞宮城県仙台第一高等学校

580g
0.165

0.033 0.036

とする．

以下の表は，各おもりの質量について，実験を行った 5回の平均値を算出したものである．

はおもりの質量が大きくなる

おもりの重さが最小(0g)

のとき波の高さは明らかに低かった

おもりの質量が小さいときプレートの戻る速さが速く,おもりの質量が大きいとき

プレートの戻る速さが遅くなると言える．よって

により生じると言える

おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，

．ただし，固着域

今回の実験はレバーのおもりの質量を一定にして行った．今後は

動く速度範囲を広くとって，津波の変化を調べ

の崩壊により，プレート先端までの質量がプレート境界に沿った

プレートがゆっくりすべる地震のときとそうでないときで

大きな津波を引き起こす可能性がある

津波の危険があるということを念頭に置き，

＜連絡先＞宮城県仙台第一高等学校

0g
0.040

回の平均値を算出したものである．

はおもりの質量が大きくなる(0g,48g,

(0g)のときと最大

のとき波の高さは明らかに低かった.

おもりの質量が大きいとき

プレートの戻る速さが遅くなると言える．よって

と言える.

おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，

固着域が深いときに浅いときと同等の高い波が発生する現

今回の実験はレバーのおもりの質量を一定にして行った．今後はプレートに乗せる

動く速度範囲を広くとって，津波の変化を調べ

により，プレート先端までの質量がプレート境界に沿った

プレートがゆっくりすべる地震のときとそうでないときで

大きな津波を引き起こす可能性がある

津波の危険があるということを念頭に置き，

＜連絡先＞宮城県仙台第一高等学校 仙台市若林区元茶畑４番地

おもりの質量(単位：g)に対する発生した波の高さ(単位：m)
48g 96g
0.042 0.040

ただし，波を発生させる前の

津波の高さ(

回の平均値を算出したものである．

(0g,48g,…580g)につれ

のときと最大(580g)のときで極端な差は

おもりの質量が大きいとき,プレートの戻る速さが遅い

プレートの戻る速さが遅くなると言える．よって

おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，

が深いときに浅いときと同等の高い波が発生する現

プレートに乗せるおもりの質量

動く速度範囲を広くとって，津波の変化を調べて

により，プレート先端までの質量がプレート境界に沿った

プレートがゆっくりすべる地震のときとそうでないときで,発生する波の高さはあまり変わらな

大きな津波を引き起こす可能性がある．

津波の危険があるということを念頭に置き，迅速に避難するべきだ

仙台市若林区元茶畑４番地

おもりの質量(単位：g)に対する発生した波の高さ(単位：m)
144g 192g
0.038 0.040

ただし，波を発生させる前の

(赤線)を 0ｍとする

回の平均値を算出したものである．

につれ,少しず

のときで極端な差は

プレートの戻る速さが遅い

プレートの戻る速さが遅くなると言える．よって，ゆっくり

おもりの質量が大きいときと小さいときでは極端な差が見られなかったことより，固着域の深浅に関わらず

が深いときに浅いときと同等の高い波が発生する現

おもりの質量だけで

ていきたい．

により，プレート先端までの質量がプレート境界に沿った

発生する波の高さはあまり変わらな

迅速に避難するべきだ

仙台市若林区元茶畑４番地 022

おもりの質量(単位：g)に対する発生した波の高さ(単位：m)
240g 325g
0.038 0.039

ただし，波を発生させる前の

ｍとする．

少しずつ遅くなった

のときで極端な差は見られ

プレートの戻る速さが遅い

ゆっくりすべ

の深浅に関わらず

が深いときに浅いときと同等の高い波が発生する現

だけではなくレ

により，プレート先端までの質量がプレート境界に沿った

発生する波の高さはあまり変わらな

迅速に避難するべきだ．

022－257－4501

410g 495g 580g
0.039 0.033 0.036

つ遅くなった.

見られ

プレートの戻る速さが遅い

すべり

の深浅に関わらず,

が深いときに浅いときと同等の高い波が発生する現

なくレ

により，プレート先端までの質量がプレート境界に沿った

発生する波の高さはあまり変わらな

4501

580g
0.036
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